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「現場」に向け各校で白衣授与式
14年度の実務実習スタート

　北陸大学薬学部は５月７日、「2014年
度白衣授与式」を行った。真新しい白衣
に袖を通した５年次生77人は、真の医
療人を目指し、さらなる研鑽を積むこと
を誓った。小倉勤理事長・学長から学生
に向けて祝辞、三浦雅一薬学部長からは
激励の言葉が贈られ、一人ひとりに薬学
共用試験基準点到達証明書と白衣を手渡
した。
　学生全員が白衣を身につけた後、学生
代表から「薬学生としての節度を持ち、

積極的な姿勢で実務実習に参加し、人間
として一層成長し病める患者のために役
立つ薬剤師を目指し、医療現場で学びた
い」と、実習に向け決意を誓った。
　なお、同大では新入生対象の「白衣授
与式」も行っている。今年度は４月10
日に開かれ、新入生は白衣に初めて袖を
通した。引き続き全員が聴診器を使って
鼓動の確認、血圧、脈拍などバイタルサ
イン測定に取り組むと共に、人体模型を
使っての人体構造の理解を深めた。
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　同志社女子大学は３月 10 日、京田辺
キャンパス新島記念講堂で白衣授与式を
行った。授与式は父母や教員が見守る中、
礼拝形式で実施した。加賀裕郎学長から
の式辞に続き、新５年次生 129 人一人
ひとりに漆谷徹郎学部長が白衣を手渡し
た。
　学生全員が白衣に袖を通した後に、学
生代表が実習に向かうに当たり「薬剤師
としての幅広い職能を身につけ、社会に
貢献できるよう、命の尊さを重んじ、正し
い薬の知識・技術を身につけると共に、
どんな困難にも背を向けない『強さ』と、
人をいたわり思いやる『優しさ』を持った
薬剤師を目指し、常に感謝の気持ちを忘

れず、誠実な心と思いやりの心を持ち、謙
虚にしかし積極的に臨みたい」と誓った。

同志社女子大
　福山大学薬学部は４月19日、2014年
度白衣授与式を行った。授与式には、松
田文子学長、吉富博則薬学部長をはじめ
薬学部教員、薬学部１年生から６年生ま
での在校生、５年生の保護者も出席した。
　最初に学部長が、13年度の薬学共用
試験に合格したことを証明する基準点到
達証明書を５年生代表に伝達した。その
後、研究室主宰教員が、学生一人ひとり
に大学のシンボルマークが刺繍された白

衣を手渡した。
　松田学長からは「福山大学の生として
の自覚と誇りを胸に実務実習を頑張って
ほしい」、吉富薬学部長からは「臨床の現
場で能動的に行動して知識・技能・態度
を修得してきてほしい」と激励の言葉を
贈った。これを受け代表の藤脇孝哉君が

「これまで学んだことをもって患者、医
療スタッフと真摯に向き合ってきます」
と誓いの言葉を述べ、授与式は終了した。

福山大

　東邦大学薬学部は４月９日、５年次生
207人を対象とした「白衣授与式」を行
った。授与式では壇上の各期病院実習生、
薬局実習生の代表６人に対し、加藤文男
薬学部長が白衣を授与。続いて加藤薬学
部長、炭山嘉伸学校法人東邦大学理事長
から、激励の言葉が贈られた。  
　これを受け学生代表が「実習では様々
な問題や困難にぶつかることがあるはず
ですが、将来、人の命を預かる薬剤師にな
る者として、その問題や困難から目をそ
らしたり、逃げたりすることなく責任感
を持って挑戦し、人間としても成長して
いきたい」と誓いの言葉を述べ閉幕した。

東邦大

　東京薬科大学では２月 28 日、新５年
生 398 人を対象とした白衣授与式を開
催した。大学と後援会により胸に校章が
刺繍された白衣を２着授与した。新槇幸
彦薬学部長は「医療人としての心構えを
新たにし、長期実務実習を通して、知識
はもとより、技能や態度に磨きをかけ、
大きく成長することを期待している」と
あいさつ。後援会長が激励の言葉を贈り、
学生代表からは決意表明がされた。

東京薬大

　いわき明星大学薬学部は４月 26 日、
同大キャンパス内の児玉記念講堂で、
63 人の５年生に対して白衣授与式を開
催した。式には保護者、在校生らも出席、
山崎洋次学長、来賓の一般社団法人福島
県薬剤師会の櫻井英夫会長、福島県病院
薬剤師会の塩川秀樹会長、薬学部同窓会
組織「磐薬会」会長の塚本宇史氏（１期
生）らが祝辞、白衣の意義や医療人の心構
え、実務実習に向けた激励などを述べた。
　続いて山崎学長が学生一人ひとりに大
学名の刺繍入りの白衣を授与。白衣に袖
を通した全員がステージに立ち、学生代
表が医療人になることへの決意の言葉を
力強く述べた。

いわき明星大

北
陸
大


